研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　　青風荘　　　　職　種　精神保健福祉士　　　氏　名　佐々木　優佳

	期　　間　　平成　19年　10月　6日　～　平成　19年　10月　7日

	出張目的　平成19年度　青森県精神保健福祉士協会　PSW研修会

	出 張 先　八戸市シーガルビューホテル

	研修要旨（プログラム毎に）

	1日目

「特別講演　ソーシャルワーカーの成長と課題」講師：吉川公章氏（聖隷クリストファー大学准教授）

「グループワーク　事例検討」

2日目

「グループワーク2　全体発表」

「特別講義　精神保健福祉法施行10年、これからのPSWに期待される事」

講師：葛西久志氏（青森大学社会福祉学部　准教授）



	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　

	1日目の特別講演では、ソーシャルワーカーの成長と課題というテーマでお話しいただきました。ソーシャルワークは現在まで領域・機能を徐々に拡大させ多様化しています。他職種では成長における段階のモデルが確立しているものも多いが、ワーカーの分野においてはまだ未確立である事を知りました。参考として、専門職の成長モデルとして技能獲得の5段階について紹介されました。マニュアル的なビギナーから始まり直感的に判断のできるエキスパートまでになるまでには質の高い認識における経験の蓄積と円熟した理解力が重要になる事を学びました。この仕事に出会って4年が経過しましたが、入職当初と比較して自分はどのように成長できたのか照らし合わせながら振り返る機会となりました。経験を積むことで事柄の変化の過程が読み取れるようになるという事ですが、その経験というのは長さだけではなく、価値や目的・自分の身体を媒体とした感覚と直感を培う内容でなければならないという事を実感しました。

また、専門性とは活動過程における知と省察にあるという事を学び、ただその事柄をやり過ごしていくのではなく、その都度振り返り、吟味する事が成長するには必要という事が理解できました。今後は、日々の業務の中でどちらかといえばやり過ごして来た事を反省し、立ち止まって振り返りながら自己覚知につなげていければと思います。

グループワークでは、経験年数ごとにグループとなり、事例検討をしました。その中で色々な方の仕事の悩みや揺らぎを話し合う機会がありました。狭かった視野を広げるきっかけとなり、自分の揺らぎの経験等も話す事で安堵感というかつかえが取れるような感覚でした。事例については、様々な意見が交わされ、見る人や見方によっていろいろな方向から捉えられ様々な支援方法があることが興味深く、より適切な支援を提供していくには関わる人で検討する事が必要なことであると実感できました。また、自分の視野が狭く固まりがちな事に気づく事ができました。

２日目の始めのグループワークでは、昨日の発表を行いました。経験年数別でグループを組んでいましたが、吉川先生のお話にもあったように、経験年数の浅いグループからはマニュアルに沿ったような結果が、経験の長いグループは本人を取り巻く感情・環境全体を捉えた結果になっていました。こうやって見てみると、自分に当てはめて入職当初と比較した時の変化が良く分かります。まだまだ経験も浅くPSWとしては未熟であることを実感し、今後も成長の為にこれからの業務を質の高い内容にしていけるように心がけたいと感じました。

特別講義ではPSWのこれまでの歴史とこれからの歩みについてお話しいただきました。まだまだ専門職としては認知の少ないこの職ですが、同じ生活者の立場での視点に立って相手を理解し支援する事が私達の専門性であり、胸をはってこれが私の仕事ですと話す事が出来るように相手の人生や生活を見る力を培っていきたいと思います。そして、皆さんから必要だと思っていただける存在になりたいものだと考えます。

今回の研修では、県内の各病院や施設で働くPSWの皆さんと多く交流を持つ事が出来、それぞれの活動内容や自立支援へ向けての動きを聞く事もでき、とても参考になりました。研修に参加する事によって、自分自身を振り返り目標を見出す良い機会となりました。今後の業務や自分の成長へ生かしたいと思います。
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